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電源喪失対策の不要理由「作⽂を」安全委が要
請

福島原発

東京電⼒福島第⼀原⼦⼒発電所事故の原因となった全交流電源喪失に
ついて、国の原⼦⼒安全委員会の作業部会が１９９２年、新たな対策が
不要である理由を「作⽂」するよう、東京電⼒と関⻄電⼒に要請してい
たことが４⽇、わかった。

作業部会が両社の作成した⽂
書などを基に「全交流電源喪失
による炉⼼損傷確率は低い」と
結論をまとめたため、原発の安
全設計審査指針は⾒直されなか
った。安全委事務局は両社との
やり取りに関する⽂書を公表せ
ずに放置していたが、国会事故
調査委員会の指摘で判明した。

作業部会は、海外の原発で⻑
時間の電源喪失への対策が義務

づけられたのをきっかけに９１年に設置。有識者の専⾨委員５⼈のほ
か、東電や関電などが協⼒者として参加した。会議は⾮公開だった。

（2012年6⽉4⽇20時03分 読売新聞）
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